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本日はこのような歴史ある学会で発表の機会を
与えていただきまして，どうもありがとうござい
ます．文教大学の大塚と申します．それでは今日
は，主にこの Word のほうを中心に話させていた
だきたいと思いますが，適宜パワポのほうも参照
させていただきたいと思います．

私は，ご紹介に与りましたとおり専門が社会学
でして，社会学の中でも日本の大衆文化などを専
門にしております．授業では，subculture の話，
オタクとコギャルとヤンキー，漫画とか音楽につ
いて話しているので，たぶんこちらにいる先生方
とだいぶ畑が違うかと思います．その意味で社会
学的な文化研究の専門家であるとは思うんです
が，ただ，やはり日頃実務的にいろいろやってる
中で，文化とはそもそも何なのかといったような
原理的な問題について論文を書いたり，まとまっ
て話をしたりすることがなかなか機会がありませ
ん．ですので，今回そのような機会を与えていた
だいたことをありがたく思っております．なので，
今日は私の発表の中にオリジナルな部分とかマテ
リアルがあるのではないんですが，なるべくオー
ソドックスに，社会学の中で文化という概念がど
のように使われてきたかということに関して論点
の整理をさせていただいて，後の二人の先生方の
本題に続けていければいいなというふうに思って
おります．

それではまず，これはもう参考で，文化の辞書
的定義で一応一般的な辞書と社会学事典を持って
きたんですが，割といろんなワードが使ってあっ
て，ちょっとごちゃごちゃしていて日頃の実務で
は使いにくいかなと思っております．なので，こ
こで私が今日お見せする PowerPoint は，学部生
用なのでちょっと粗いのですけれども，イメージ
をつかむには分かりやすいかなと思いましてお見
せしたいと思います．

まず，文化，culture という概念は，英語では，
自然，nature の対語というふうにいわれており
ます．nature というのは，そのまま手が入って
ないことを表すわけですが，culture は元々，牛
のくびきを意味する cult という言葉から来てい
るそうでして，人間の手が入ったものを指すのが
culture の言語ということです．そして，狭い意
味では，日常的によく使う意味では，例えば，手
づかみで食べるよりもナイフやフォークを使うほ
うが文化的だよね，みたいなイメージがあると思
うんですが，動物とは異なる人間固有の高度な意
識・行動やその産物といったような，ちょっと高
級感がある使い方をされているかなと思います．
しかし，高度なみたいな価値判断を含む言葉はも
ちろん学問の定義には使いませんので，学生には，
ある社会の人々が共有する意識や行動様式の総体
という，割とよく使われている一番広い意味での
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文化人類学的な文化の定義を大体示しています．
ポイントはまず二つありまして，一つは共有とい
うところです．ある社会の人々が共有してなけれ
ば文化とは言えないわけで，一人一人がやってる
だけなら，それは習慣ですので，それから，意識・
行動というところは，要は，内面的なものも，そ
れから外面的なものも両方含むんだよというとこ
ろで書いてるんですが，これはざっくりと文化人
類学では，生活みたいなワードでまとめることも
多いです．

で，もう一つのポイントは様式で，パターンと
いうことですが，例えば日本人全員が共有してる
ものであっても，1 回しか起こらないような偶発
的な出来事はやはり文化ではないわけでして，何
回も繰り返されるパターンがあるものを文化とい
うふうに基本的には呼んでいるかと思います．そ
して，学部生には，そして文化の中には，外から
観察可能なものと，観察が困難なものをさらに区
別することができて，観察可能なものは物質の形

で表され，マテリアライズされたものと，それか
ら，行動の形で観察できるものがあって，それに
は，ファッションとか料理とか，あるいは親族体
系とか全て入ります（図 8）．社会学的な文化研究
は大抵，外部から観察可能な物質とか行動文化か
ら，できれば，直接の観察が困難な精神文化とい
われるもの，いわゆるギリシアの昔からいわれる
真・善・美，そのようなものを推定するのが社会
学的な文化研究といえます．

そして一つの社会の文化は共有といっても一枚
岩ではなくって，マジョリティが持っている支配
的・正統的な価値つまり，main culture（という
言葉は日常的にはあんまり言わないんですが）す
なわち主流文化であって，それに対して，マイノ
リティ，周縁的な位置に置かれた集団が持ってい
る，周縁的・非正統的な価値を subculture と言っ
て，その subculture には，若者文化とか，少数，
エスニシティの文化とか，あるいは，女性は数的
にはマイノリティではないわけですが，社会の中

1
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図8　文化の概念①
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で下位に置かれてきたという意味で，女性文化で
あるとか．あるいは，ブルーカラーの文化という
のもやはり欧米では subculture 研究の典型的な
ものとしてよく行われるものです．そして，ある
いは性的マイノリティであるとか，どこの社会に
も暴力団であるとかいろいろな少数派集団がい
るわけですが，それらと主流文化の絡まり合いな
どを研究するんだよみたいなことをイントロダク
ションとして始めます．

図9　文化の概念②

しかし，やはりこれは学部生向けの説明なので
ちょっと端折っているところがございまして，文
化の概念は，厳密に考えればもうちょっと，二つ，
広い意味と狭い意味しかないわけではなくって，
大きく分けると四つぐらいに整理できるのではな
いかなというふうに思っております．Ａ，一番広
いのが今紹介したような文化人類学の定義で，あ
る社会集団の成員が共有する生活様式．意識・行
動の総体というのを生活というふうに表してしま
えば，その様式が全部文化というふうに表される
ことが多いです．で，文化人類学ではこのような
定義でもいいんですけれども，この定義の問題点
は，社会と文化が同じような意味になってしまう
ということです．それはそれで文化人類学ではあ

まり構わないことも多いんですが，近代社会を扱
う社会学ではもうちょっと区別したいなというこ
とで，もう少し狭めて，意味の体系と行為の体系．
意味が文化で，外的に表された行為の体系が社会
だという分け方をするところがあります．これは
主に理論社会学的な分け方で，実務家にはちょっ
と使いにくい概念でして社会学的な文化研究とい
う場合は，もう一つ狭義の C で，文化というのは，
近代社会の中で経済と政治を除いた部分というよ
うなことを実質的には指してることが多いだろう
と思います．そして，経済と政治というのは権力
闘争であるとか利害闘争の領域でありますので，
文化というのは権力や利害とは違った，ちょっと
残余的な定義なんですが，望ましいもの，価値の
体系を表しているのが文化であるというふうに言
うことが多いかと思います．私も実際自分が文化
研究をするときは経済的なものとか政治的なもの
とかは割と省略することが多いので，自分が実際
使ってる定義はこのCに当たるかなと思います．
D が，先ほど言った，ちょっと高級感ありという
日常語ということです．

それでは，社会学においてこのように経済や政
治と対立するものとして文化が捉えられてきた背
景として，今回はイギリスの有名な文化研究者で
ありますウィリアムズの古典『文化と社会』とい
う本から，大まかに文化という概念がどのように
成立してきたかというお話をご紹介したいと思い
ます．

ウィリアムズは，大体，産業革命期，18 世紀
の終わりから 19 世紀の前半に英語では幾つかの
言葉が新たな意味を付与されて，非常に不可欠な
キーワードとして浸透していったと述べていま
す．五つが，一つはindustry．industryというのは，
中世には勤勉という人間の特質を表す言葉であっ
て，産業という意味合いはなかったわけです．
で，現在の英語でも，industrial が産業的という
形容詞ですが，それとは別に，industrious，勤勉
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なという形容詞の形で昔の言葉が残っているわけ
です．しかし，そこを，そうした人間の属性を表
す形容詞だったものをアダム・スミスらが生産活
動一般を集合的に表す語として用い始めて，1820
年代になってから，フランス革命との対比で，産
業革命，industrial revolution という語が出現し，
1830 年代には industrialism というふうに抽象名
詞化されて，すっかり産業を表す言葉に変化しま
した．

これと関連するものですが，class，階級です．
以前は，元々 classification というのは，分類と
いう意味が今でも英語に残っておりますけれど
も，元々はラテン語の意味では分類にすぎず，ま
た学校の組を表す言葉だったのが，やはり産業革
命期の 1790 年代から，それまでの封建的な身分
よりも曖昧な，higher，middle classes，階級と
いう語が出現し，ちょっとずつ working class ま
で広がっていって階級という意味合いを持つよう
になったということです．

そして，やはり産業革命の辺りに democracy
という言葉も，これはもちろんギリシア語から
ずっとあったんですけれども，やはりアダム・ス
ミスの頃に，1776 年，要はアメリカの独立戦争
が起こったときに新たに日常語になり始め，フラ
ンス革命後には日常的な政治的語彙の一部に組み
こまれた．これは，新しい意味で使われたという
よりも，浸透したということです．

そして，このような，industry，class，それ
から democracy と並んで，実は culture とか art
という言葉もこの頃に新たな意味を付与された
というふうにウィリアムズは述べております．
先ほど申し上げましたように，culture 元々は，
人間の手が入った自然を表す言葉だったので，
agriculture の culture ですよね．栽培という意味
が強かったわけですが，中世のうちから，植物の
栽培の類比から，人間の訓練という意味合いを
持っていたそうです．何かを訓練するという意味
でculture of somethingと言っていたわけですが，

イデオロギー

文化

政治・法
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（支配層の経済的利益を正当化する理念・思想）

ギリシャ哲学

奴隷制

（労働の軽視・哲人支配）（=宗教・哲学・芸術など）

（=経済）

上
部
構
造

=

下部構造

いかなる歴史的時期においても、経済的生産と交換の支配的な様式、
およびそれから必然的に生まれる社会組織が土台をなし、

その時期の政治的ならびに知的歴史はこの土台のうえに築かれ、
この土台からのみ説明される。（共産党宣言）

人間の社会的存在が人間の意識を規定する。（経済学批判）

=

ポリス民主制

図10　マルクス主義①史的唯物論
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それが名詞として独立し始め，産業革命の頃に．
で，of something が取れ，新たな意味が次々に
付与されていきました．一つは，人間完成を最終
目標とした，つまり，人間を植物のように類比し
て，人間が成長したり完成したりするという意味
で，精神の一般的な状態もしくは習慣．これは教
養という意味に近いものです．そして，その次か
ら，全体としての社会における知的発展の一般状
態とか，学芸の総体とか，最終的には文化人類学
的な，物質的・知的・精神的生活の仕方全体を表
すようになった．

それと並行して，特に industry と似たような
変化パターンを取ったのが art という言葉だそう
でして，以前は，中世までは，技能という人間の
属性を，具体的な属性を指していたわけですが，
19 世紀に入ってから文学・音楽・映画等の諸活
動を強調して表す抽象語として用いられるように
なり，そのうち大文字の Art が，さらに抽象化
されて，具体的な活動というよりは，想像的真理
に至る手段，芸術と訳すのがいいと思うんですけ
れども，強調され始め，その頃から Artist とい
う存在が，特別な感受性を備えた理想化された全
面的人格として表れ始めというような変化がある
そうです．

それではここからもうちょっと culture を中心
に深掘りしていきたいと思うんですが，そもそも
culture という言葉は産業革命に対する批判の中
で新たに使われ始めた用語だとウィリアムズは述
べておりまして，例えばオウエンなど，もうリア
ルタイムで産業革命に対する批判というのは起き
ていたわけです．
「わたしは安く買って高く売るようにだけ訓練

された合資者には全くこりごりした」．オウエン
は自分が大資本家だったわけですけれども，この
ような徹頭徹尾利己的な制度の下では優れた性格
など形成されそうもないと確信していると．産業
革命だけ，資本主義だけでは人間が堕落してしま

うというような危機感が当初から表明されていた
わけです．

こ の culture と art と い う 新 た な 抽 象 語 は
industrialism の反対物を希求する中で生み出さ
れたとウィリアムズは述べています．例えばカー
ライルは，われわれの時代，19 世紀前半のイギ
リスは，あらゆる意味合いにおいて機械の時代だ
と．しかし，人間は機械化されてはいけないので
あって，機械と対極的な人間の有する不滅の尊
厳性を取り戻さなければいけないといったよう
な，industrialism ではないものを希求している
ということが見えてくるかと思います．あとも
似たようなものです．アーノルドの『Culture と
anarchy』という本の中で，現代の文明はギリシ
ア・ローマよりはるかに機械的・外面的であり，
ますますそうなっている．教養は機械的・外面的
な人間と反対物としての人間の完成を目指すもの
であるというふうに言っております．なので，機
械的な industry に対比された culture は，自然
物の生長の育成という隠喩を根底に持っているわ
けでして，その後から，物質的文明の進歩を指す
civilization と culture という言葉が対比されて使
われるようになりました．

ところで機械との反対語のもう一つの具体的な
意味合いなんですけれども，culture というのは，
industrialism に対して連帯という意味も持たさ
れるようになっていったわけでして，そもそも産
業革命はいろんな側面があるわけですけれども，
個人主義と強く結びついている．個人主義は資本
主義の根底にあるわけですが，culture の概念は
終始こうした思想を批判し，ある種のホーリズム
ですよね．一人一人の個別的な人権という話より
も，もっと社会的に共有されている価値があって，
われわれはそれでつながることができるんだとい
う発想を culture という言葉が表すようになって
いったわけです．

ということで，ウィリアムズが以上のように
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辿った対比は，つまり，industrialism が利であ
るのに対して，culture・art は善や美や道徳とい
う意味合いを持たされるようになった．それから，
機械に対して，有機的な成長．合理性に対して，
感情も含んだ全体性を持つもの．そして，個人主
義に対して，連帯．そして，物質文明が普遍的で
あるのに対して，culture はナショナリズムと結
びついて，その社会に個別的なものと考えられる
ようになりましたので，普遍性に対するナショナ
リズムという意味合いを強くこめられるようにな
りました．さらに言うと，industrialism の反対
を目指す主張に関しては，大まかには個人と社
会の領域を分節できるわけでして，個人の領域で
は，culture を持った Artist が理想的な人格であ
るような，感情の合理性も融合したような理想的
人間の成長という言葉が culture や art という言
葉にこめられたわけですし，そして，社会の次元
では culture はナショナリズムと結びつけられて
国民国家の統合の基盤として次第に強調されてい

くようになりました．これが大体 19 世紀の終わ
りからだそうですけれども，20 世紀の初めのあ
る評論家は，過去の偉大な文化のような真の文化
は人々を統合すると．そうしたものをわれわれが
必要としているような，そういったことを言うよ
うになりました．なので，この場合，culture と
art という意味はちょっとずつ変化しているんで
すけれども，culture ＝ art ＆サイエンスという
ようなブルジョア的な考え方では狭すぎるため，
文化人類学の定義のような，生活全体への拡張が
ナショナリズムと結びついて要請されたと考える
ことができます．

ここら辺ちょっと省略するんですけれども，大
体 culture という概念の歴史についてここまでお
話ししてきました．この culture という言葉は，
もちろんマルクスによって，その人工性という
か，実は経済と culture は非常に強く結びついて
いるんだということを 19 世紀からいわれるよう
になったわけです．例えば，アリストテレスの『政

階級闘争史観

未開　原始共産制（平等）

（史的唯物論の具体的応用）

　知力によって先を見ることのできる者は、
生まれつきの治者であり、生まれながらにして
人の主となる者なのである。これに対して
肉体を使って労働する力をもっている（だけの）
者は、被治者となり、また従者（奴隷）となる
のが自然なのである。・・
　夷狄であることと奴隷（被治者）であることとは、
同じだと自然に定められている・・。・・

　生活の必要に属するような仕事から解放された
自由市民だけが、そのような徳をもちうるのである。

古代　奴隷制（市民vs奴隷）
ex. アテネの人口約30万のうち市民2万

中世　封建制（貴族vs農奴）

近代　資本制（資本家vs労働者）

アリストテレス『政治学』

ある時代の支配的思想は、つねに支配階級の思想にすぎないのである。
（共産党宣言）

有力な階級のあるところではどこでも、その国の道徳の大部分は、
その階級的利害と階級的優越感とが生みだしているものである。

（J.S. ミル『自由論』1859)

図 11　マルクス主義②階級闘争史観
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治学』で，知力によって先を見ることができる者
は生まれつきの治者でありといったように，夷狄
であること，つまり，バルバロイであることと奴
隷であることとは同じだと自然に定められている
といったような，その社会の経済状態を反映する
イデオロギーが文化であるとマルクスは述べたわ
けで，このように，自分の都合のいいものを自然
というふうに言いくるめるような，そういう言説
として文化ができていったという側面もあるとい
うことです．

マルクスはブルジョアのイデオロギーの虚偽性
を告発したわけですが，ナショナリズムであれば，
やはり，その民族，あるいはエスニシティの統合
をつくるために文化が要請されたという側面が非
常に強くあるわけでして，ナショナリズムはご存
じのように，ある nation の統合・独立・発展を
目指す思想でありますけれども，これがいかに人
工的につくられてきたかということが社会学では
一つの研究分野としてよくやられております．例
えばこれは，日本のナショナリズムというのはや
はり，例えば日清戦争であるとか，外に敵をつく
ることによってわれわれ日本人というアイデン
ティティができていくわけですけれども，日清戦
争に負けた中国の側では，やはり日本と同じよう
にアイデンティティをまねてつくり始めて，天照
大神の子孫たる日本人という家族国家観が，逆輸
入というか，輸入されて，敗戦の衝撃により，黄
帝の子孫たる中華民族という新概念が導入された
といったようなこともありました．

このように，民族の，あるいはナショナルのま
とまりをつくるために，19 世紀の後半から 20 世
紀の前半にかけて，その民族の伝統というものが
かなり人工的につくり上げられてきたということ
がさまざまな形で流行の研究領域になっていま
す．その走りがイギリスのホブズボウムの『創ら
れた伝統』という本なんですけれども，例えばよ
くスコットランドの伝統の例として挙げられる

タータンチェック．あれも実はルーツを辿ってみ
ると，伝統なんかでは全くなく，イングランドに
統合された辺りからスコットランドの伝統という
ものがいかにつくられていったか．あるいは，イ
ギリスの王室の伝統というものも，ヴィクトリア
女王の最初の即位式はほとんど予行演習もなく，
しかし，絵入り新聞ができていくに従って王室を
中心としたナショナリズムがいかにつくられて
いったか．

結論として，ネーション，ステート，運動のイ
デオロギーの一部になった歴史は，実際に民衆の
歴史に貯えられたものというよりも，ほとんど，
もちろん全くゼロから生み出されることも難しい
んですけれども，ほんの小さな種から膨らまされ
て政治的に構成されたことがいかに多いかという
ことです．日本における創られた伝統の典型例は
特に神道関係に多いわけでして，例えば，神社で
行う神前結婚式というのは一見古式豊かに見える
んですけれども，あれも 20 世紀の初めに大正天
皇の結婚式のためにキリスト教の結婚式をまねて
提案されて創造されたもので，あの中には伝統的
なものは実は何一つない．

それでは最後に，ちょっとだけ素人なりに問題
提起を書かせていただいたんですけれども，突然
ですが，1970 年代以降，相対主義を特徴とする
ポストモダンの時代の到来が喧伝されたわけです
が，近代社会の平等な自由というイデオロギーは
少なくとも先進国では強化され続けていると思い
ます．

そして，そこには例えば，自他の奴隷化などの，
自由を否定する自由は許されないという逆説が必
ず抱え込まれるかと思います．自由が成り立つに
は，あるところでは自由であってはいけないとい
うことですよね．あるいは同様に，平等な自由の
否定を許さないという非寛容の上でのみ，文化的
多様性に対する寛容は成立するのではないかと思
います．例えば，日本でフィリピンのようにムス
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リムに限って一夫多妻制を法制化するようなこと
ができるかどうか．もちろん憲法上できないんで
すけど，憲法を改正して文化的多様性を認めると
いうことができるかどうか，と疑問に思ったりも
します．

根本的な近代社会の価値観としての，自由な，
平等な自由という価値観，そこまで及ぶような文
化的多様性を許すということは，やはり社会の根
幹が揺らぐことであって，文化的多様性の尊重は，
近代の根幹的価値に関わらない，周辺的と言って

いいのか，料理などの物質文化を中核とする形に
ならざるを得ないのではないか．文化的多様性を
言う場合にも，文化の中でどの水準について取り
上げるのかということに関して考えてみたほうが
いいのかなというふうに素人ながらに考えており
ます．

いただいた時間をちょっと過ぎてしまったんで
すが，発表を終わらせていただきます．ご清聴ど
うもありがとうございました．

アメリカ独立宣言（1776）
すべての人間は平等につくられている。
創造主によって、生存、自由、
そして幸福の追求を含む
ある侵すべからざる権利を与えられている。

フランス革命の標語（1789）
自由・平等・博愛

20世紀半ばまでの欧米諸国の現実
・人種差別
・家父長制＆性別役割分業
・性への抑圧（純潔規範・同性愛の否定など）

家族が社会の単位

（Friedan1963）
同性愛者は人間として成長できないために、
学校も卒業していないし、立派な職業につくこともできない。 

1973年　  米精神医学会が同性愛を治療対象から除外
1991年　　広辞苑の同性愛の項から「異常性欲」という記述が削除

図 12　自由と平等という理想


